
                    
 

 
 

奄美の明日を考える奄美国際ノネコ・シンポジウム 

 

 日時： 平成 27 年 12 月 6 日(日) 13:30-16:30 

 場所： 奄美観光ホテル３階ホール（奄美市名瀬地区） 

 主催： 鹿児島大学鹿児島環境学研究会 

 共催： 環境省那覇自然環境事務所、鹿児島県、鹿児島大学国際島嶼、 

教育研究センター奄美分室 

 協力： 奄美群島広域事務組合、奄美市、鹿児島県立大島高校、 

龍郷町立大勝小学校、国立環境研究所、 

鹿児島大学かごしま COC センター 

開 催 趣 旨 

世界自然遺産登録が現実的な段階を迎えた奄美地域では、今後地域住民の理解と協力を得た外来種対策、特に地域

住民の飼い猫に由来する野生化したネコ（ノネコ）が引き起こす問題への対応が課題になります。これは、世界遺産登録

を目指す環境省、鹿児島県そして地元自治体にとっても、遺産登録の調査段階で必ず地元としての取組が審査対象とな

ることから、極めて重要な課題です。 

こうした観点から、鹿児島大学鹿児島環境学研究会では、環境省、鹿児島県、地元自治体などの協力を得て、地域住

民の視点に立ったシンポジウムを開催することにしました。 

このシンポジウムでは、奄美大島の現状について講演や報告を受けたのち、奄美在住のパネリストの間で地域の実

態や情報共有のあり方も含めて地域の取り組みについて率直な意見交換を行い、明日の奄美を考える視点から地域住

民がこの問題にどのように向き合っていくのかを模索します。 

なお、日本同様の島国であり、先進的な外来種対策を行っているニュージーランドの研究者を招いて、ノネコ対策も含

めた取組の報告を受けることにより、国際的な実情も踏まえた議論の展開を図ります。 

 

プ ロ グ ラ ム 

【第 1 部】13:00～14:20 

○挨拶 

 主催者：鹿児島大学学長 

 共催者：環境省那覇自然環境事務所長、鹿児島県奄美世界自然遺産総括監(兼環境林務部次長)、奄美群島広域

事務組合管理者(奄美市長)  

○基調講演（13:10～13:55） 

 世界自然遺産登録に向けた現状と外来種対策 

 環境省奄美自然保護官事務所 鈴木祥之上席自然保護官 

 ニュージーランドにおける外来種対策（逐語通訳） 

 ニュージーランド保全管理研究所 アル・グレン博士,Dr. Al Glen, Researcher/Wildlife Ecologist, Wildlife 

Ecology & Management Team, Landcare Research 

○報告（13:55～14:20） 

 奄美大島のネコに関する住民意識調査の結果と鹿大奄美分室の取組み 

 鈴木真理子 鹿児島大学特任研究員（国際島嶼研究教育センター奄美分室） 

 「ノネコ問題」を考える視点と鹿大・鹿児島環境学研究会の取組み 

 小栗有子 鹿児島大学准教授（鹿児島環境学研究会） 

【第 2 部】14:30～16:00 

○パネルディスカッション：「明日の奄美を語る」 

 奄美大島におけるネコの実態、希少種やネコに関する情報の共有などに触れながら、ノネコ問題にどのように向

き合っていくのかを考えます。 

 パネリスト 

久野優子さん（奄美猫部部長）・阿部優子さん（奄美哺乳類研究会代表）・深田小次郎さん（しーま代表） 

久保駿太郎君（鹿児島県立大島高校生物部）・村松健さん（ピアニスト／作曲家）  

コーディネーター 星野一昭 鹿児島大学特任教授（鹿児島環境学研究会） 

 絵本の配布 

シンポジウムの開催にあわせて、龍郷町立大勝小学校5 年生がノネコ問題について絵本を作っています。この絵本を 

シンポジウム参加者全員に会場で配布します。 


